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本日の内容

河川環境DNA調査プロジェクト

上溝南高校と実施した環境DNA調査

自己紹介＆環境科学センター紹介



自己紹介＆環境科学センター紹介



KANAGAWA

プロフィール

神奈川県環境科学センター
主任研究員 長谷部 勇太

 母校は東京農工大学で、大学院へは進学せず、卒業後は平成16年度か
ら神奈川県庁に入庁(化学職、現在の環境技術職)。

 入庁後12年間は公害、高圧ガス、下水道、廃棄物処理等の法律に基づ
く規制や届出・許可申請の審査等の業務に従事

 平成28年度より環境科学センターに配属となり、水源環境保全事業の実
施効果を評価する「河川モニタリング調査」を担当

 令和3年度より河川モニタリング調査のうち、県民参加型の調査に新たな
生物調査手法である「環境DNA調査」を導入するなどの取組を推進

環境DNA分析作業の図



KANAGAWA

そもそもなんで環境DNA?



-当センターが所管する河川モニタリングについて-
かながわ水源環境保全・再生施策大綱＆実行5か年計画

自然が持つ
水循環機能の保全・再生

水源環境の
保全・再生を支える取組 水源環境への負荷軽減

上流域対策 県民参加による保全再生

専門家調査(1回/5年)
水質 ：pH、BOD、COD、SS、DO、窒素化合物、

燐化合物等
動植物 ：底生動物、両生類(カエル類、サンショウ

ウオ類)、魚類、鳥類、付着藻類(クロロ
フィルa量の分析を含む)、植物

河床底質：河床材料サイズ、はまり石割合、川幅、
勾配、瀬の割合

水環境モニタリング

河川モニタリング

県民調査(毎年)
 底生動物を中心とした生物調査を実施
 県民自らが県の事業評価の一端を担うことができる
重要な調査と位置づけ

森林モニタリング

補完



-県民調査について-

一定の調査精度を得るにはある
程度の経験が必要

調査自体が労力のかかるもので
あるため、参加者の間口が狭い

課題底生動物を中心とした生物調査を実施
毎年100人を超える参加者があり、任
意の場所で調査を実施
県民自らが県の事業評価の一端を担う
ことができる重要な調査と位置づけ

毎年新規の調査員の参加
があり、精度確保が課題

調査風景

労力の少ない簡便な調査
方法の提案が課題



-県民調査について-
底生動物を中心とした生物調査を実施
毎年100人を超える参加者があり、任
意の場所で調査を実施
県民自らが県の事業評価の一端を担う
ことができる重要な調査と位置づけ

調査風景

安全
簡単
高精度

求められる調査手法

「環境ＤＮＡ」が有望株!!

な生物調査手法

→今では県民調査だけでなく様々な調査に活用



上溝南高校と実施した環境DNA調査



-実施の経緯について-
上溝南高校には生物探求部があり、数年前から近くを流れる八瀬川で捕獲によ
る生物調査を続けてきた。
顧問の先生が当センターで環境DNAに関する調査を実施していることを聞きつ
け、環境DNAを活用した生物調査ができないか相談が寄せられた。
顧問の先生とも相談し、もし環境DNA調査をするのであれば生徒が主体となっ
て実施できるような内容が好ましいということで、ホトケドジョウを対象とし
た種特異の環境DNA分析を実施することとした。

上溝南高校生物探求部(HPより)



-採用した方法(デジタルPCRを用いた種特異的検出法について)-

＜調査手順＞

デジタルPCRを使った環境DNA分析
 ホトケドジョウは地域の遺伝的変異が大きいので、

過去に調査河川で実施したMiFishプライマーによ
る環境DNA調査結果を活用して生徒の皆さんが主
体となってプライマーとプローブの設計を行った。

 デジタルPCRを使うことで、環境DNA濃度を測定
する難易度が下げ、河川のどこにホトケドジョウ
にホットスポット(高濃度のDNA)があるのかを調
べることとした。

 調査にかかる費用は学校向けの助成金を申請し、
確保した。

デジタルPCR分析
プレートの蛍光の数から
濃度を推定プライマー

プローブ設計



-調査風景-
現地調査 環境DNA分析

 この調査では安全を第一として、原則橋の上からひも付きのカップをおろして採水を実施した。
 相模川の支川である八瀬川で下流から上流にかけて10地点を、2日間かけて調査した。
 現地ではろ過まで実施し、当センターでDNA抽出とデジタルPCRの分析を実施した。
 作業は基本的に生徒の皆さんが主体的に実施してもらい、顧問の先生と私がサポートするという形と
した。



-調査結果-
生徒の皆さんが作成した図

 調査した河川では上流や下流よりも中ごろあたりにホトケドジョウの密度が高そうなことが分
かった。

 今後、現地調査で見つかったホトケドジョウが棲んでそうな細流で追加調査を実施予定。



河川環境DNA調査プロジェクト



-実施の経緯について-

 「生物多様性」という言葉自体が県民に浸透しておらず、ネイ
チャーポジティブ社会実現に向けて、まずは認知度の向上が必
須。

 また、神奈川県において、周辺の自然環境は劣化したと感じて
いる人は多いものの、保全のために活動できていない現状があ
る。「令和３年度県民ニーズ調査結果」より



-高校と連携した環境DNA調査(水源環境保全事業での環境DNA調査も同時実施)-

 県内の水源河川である相
模川と酒匂川については令
和3年度から県民調査員と
一緒に環境DNA調査を継
続しており、50地点以上の
地点で調査が実施されてい
る。

 令和5年度は魚類以外に
昆虫類についても調査項目
に加えている。

令和5年度環境DNA調査プロジェクト 令和5年度環境DNA調査プロジェクト



-参加状況-



-調査風景-

学校前の調査地点 調査風景

無事に調査終了

 調査は安全を第一として、本調査ではひも付きのカップを使って採水を実施してもらうこ
ととした。

 事前説明会では採水・ろ過マニュアルを配布し、内容を説明の上、調査に入ってもらっ
た。

 現地で見学させてもらったところ、初めて採水する生徒の皆さんもそれほど迷わずに調
査ができていた。



-調査結果(今年度の当センターの研究報告に掲載予定)-
 33地点の調査結果から、魚類以外も含めて95種・属のDNAを検出した。
 過去の県全河川(25河川181地点)での魚類捕獲調査では86種・属が確認されており、その結果と比
較しても非常に多くの種が検出された。

 キタドジョウやスナヤツメ北方種等、形態同定が難しい希少種についても検出できており、県行政にとっ
て貴重なデータとなるだけでなく、TNFDといった民間企業の生態系保全活動にも活用が期待される。



-希少種であるスナヤツメ類北方種の検出事例-

 2006年発行の県レッドデータブックでは県内の在来種はスナヤツメ南方種とさ
れていたが、その後調査が進み、どうやら相模川水系の道志川で捕獲された南
方種は琵琶湖からの移入種であり、同水系の道保川に生息する北方種が在
来種であることが明らかとなった。

 外部形態からは種判別が出来ず、県内の北方種と南方種の分布はほとんど
わかっていない状況。

 両種はDNA配列から判別することが可能で、今回の調査では北方種のDNA
が検出され、希少種の生息場所に関する貴重なデータとなる。

神奈川県レッドデータブック(2006)より抜粋

神水セ研報第10号(2019)
神奈川県の希少淡水魚生息状況－Ⅳ(H17～26）



-令和6年度河川環境DNA調査プロジェクト(令和6年度も継続)-
令和6年度環境DNA調査プロジェクト 令和6年度環境DNA調査プロジェクト



-令和6年度調査速報(脊椎動物)-
 現在のところ試行的な分析を実施し、6地点のみ分析が終了している。
 分析方法を改良したことにより、魚類だけでなく脊椎動物全般で計64種・属を検出することができた。

哺乳綱
• イノシシ
• ハクビシン
• ドブネズミ

鳥綱
• カワラバト（ドバト）
• ハシブトガラス
• ハシボソガラス
• セグロセキレイ/ハクセキレイ
• シジュウカラ
• スズメ
• ヒヨドリ
• ムクドリ
• アオサギ
• カワウ

両生綱
• アズマヒキガエル
• ウシガエル

爬虫綱
• アカミミガメ
• ミナミイシガメ

/ヤエヤマイシガメ
• クサガメ
• ニホンスッポン

魚類
• タイリクスズキ / スズキ
• カムルチー
• ニホンウナギ
• ミナミメダカ/メダカ（飼育品種）
• ブルーギル
• オオクチバス属
• オオクチバス
• ヒガシシマドジョウ
• ドジョウ（在来系統）
• カラドジョウ
• ドジョウ（大陸系統）
• フナ属
• ゲンゴロウブナ
• コイ
• タモロコ/ホンモロコ
• ニゴイ

• カマツカ
• モツゴ
• ムギツク
• イトモロコ
• スゴモロコ属
• ウグイ
• アブラハヤ
• タカハヤ/アブラハヤ
• タカハヤ
• カワムツ
• オイカワ
• カダヤシ
• カワアナゴ
• マハゼ
• スミウキゴリ
• ウキゴリ

• ヨシノボリ属
• カワヨシノボリ
• ゴクラクハゼ
• ボウズハゼ
• チチブ / ヌマチチブ
• ドンコ
• ボラ
• ワカサギ
• アユ
• カジカ
• ギギ
• ナマズ
• マダイ

計64種・属
(脊椎動物)



-令和6年度調査速報(無脊椎動物)-
 無脊椎動物については昆虫綱を中心に計172種・属を検出することができた。
 無脊椎動物はDNAデータベースがまだ十分ではなく、実際には約1.5倍のDNAが検出されている。
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で、このデータを集めて
どうするのか?

→生物多様性ビッグデータを作って、
なるべくごまかしの効かないネイ
チャーポジティブを実現する



-本発表のまとめ-
 当センターでは元々県民の皆さんと一緒に実施していた生物調査を補完することを目的
として環境DNA調査を導入した。

 環境DNA調査には一般の方でも気軽に参加可能という特徴があり、今では上記の調査だ
けでなく様々な形で環境DNA調査を実施している。

 既に県内でもいくつも活用事例があり、今回は地域の住民や高校と連携した以下の2つの
取組を取り上げた。
 上溝南高校とのホトケドジョウ環境DNA調査事例
 高校と連携した県内河川での環境DNA調査プロジェクトの実施事例

 生物多様性をなるべく正確に把握・評価し、ネイチャーポジティブにつなげていくため
には生物多様性のビッグデータが不可欠だと考えている。

 環境DNA調査は現状でビッグデータを提供してくれる有望なツールであると考えており、
今後も地域住民と連携した環境DNAによる生物多様性観測は重要な取り組みになってい
くと考えられる。



KANAGAWA

ご清聴ありがとうございました
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